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緒 論

結核菌 ノ多形態性二關 シテノ・、近年盛 ンニ研究

セラル。

余ハ偶 く、結核菌 ノ登育 二關スル研究二於 テ、

固形培地上二登育 セル各種抗酸陞菌集落二組織

學的検査法テ施行 シ顯微鏡的二観察 シ、其 ノ多

形態性拉 二、染色性 ノ攣化 テ検索 シタリ、栃 テ

以下、其 ノ概況 テ報告スル次第ナリ。

第一章 結核菌ノ多形態性二關スル文職的考察

結 核 菌 ノ 形 態 二 關 シ テ ノ・、 其 ノ議 見 者 コ。ホ ニ

ヨ リ正 常 型 ハ 、 桿 状 テ呈 セ ル 不 攣 ノ桿 菌 ナ リ ト

提 唱 セ ラ レ タ ル トコ ロ ナ ル モ 、其 ノ後Nocard-

Roux(1⊃(1877)及 ビMetschnikoff{2)(1888)等 ノ

諸 氏 ノ・、結核菌 ノ・棍棒状 テ呈 々 しコ トモ ア リ、

或 ノ・又、分枝 状 トナル コ トモ アル、ト報告 セリ。

爾後 多数 ノ學者 一 ヨ リ、結核菌 ノ憂形態 ノ存在

事實謹明 セ ラ レ、途 二Lehmann-Neumann〔3)
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(1896)ノ ・統 状 菌 二 近 キ理 由 ヨ リ、 之 ヲMycoba-

cteriumナ ル 属 二 分 類 セ リ。

斯 ク、 結 核 菌 ガ攣 形 態 テ 呈 ス ル コ ト ア ル ノ・、 相

當 古 ク ヨ リ、 知 ラ レ タ ル ト コ ロ ナ ル モ 、 一 時 、

本 問 題 ハ 租 ㌃看 過 セ ラ レ シ モ 、 近 年 一般 病 原 菌

ノ憂 異 問 題 二 關 シ、 盛 二 研 究 セ ラ ル ル ニ 件 ヒ、

結 核 菌 其 ノ モ ノ ニ 於 テ モ 、 生 物 學 的 性 歌 、 免 疫

學 的 性 状 、 形 態 學 的 性 歌 等 各 種 二 於 ケ ル 、 多 形

態 性(Polymorphismus)二 關 シ、 盛 二 研 究 セ ラ

ル ル ニ 至 レ リ。

第 一 項 結 核 菌 ノ獲 育 形 式 二 關 ス ル 研 究

1910年Fontes(4)ニ ヨ リ結 核 菌 ノ・、生 活 環(Life

cycle,Zykrogenie,Entwicklungszyklus)テ 有

ス ト登 表 セ ラ レ テ 以 來 、 之 テ支 持 ス ル モ ノ、 或

ノ、、 否 定 ス ル 者 ア リ。

最 近Kahn,M.C.(5)(1929)ノ ・R.Chambers

Micromanipulatorテ 使 用 シ、輩 個 菌 テ取 出 シ、

Long氏 培 地 テ 基 礎 ト シ1%寒 天 培 地 上 二 、 懸

滴 法 テ 以 テ 、37度 二培 養 シ、 日 々 顯 微 鏡 的 検 索

ラ 行 ヒ、 詳 細 ナ ル 登 育 形 式 テ提 示 シ、 之 テ要 約

シ次 ノ如 キ形 態 的 攣 化 ラ・ナ シ、 駿 育 ス ル モ ノナ

リ ト推 定 セ リ。 即 人 型 結 核 菌 且37株 使 用 ノ場

合 、 次 ノ(a)、(b)、(c)、(d)ノ 順 序 テ ナ ス モ

ノ ナ リ ト。

(a)theinitialsegmentingoftherodinto

threeormoreovoidunits.

(b)thedivisionoftheseunitsintodiploco-

ccoidforms.

(c)thesubsequentgroupingandreduction

oftheseelementstoamassofdustfein

particles,fromwhichextremelysmalland

delicaterodsmerefoundtosprout;and

(d)thelatterdevelopmentofthesetiny

rodsintothematuretuberclebacillus.

然 ル ニOerskov,J.(6)(1931)ノ ・80株 ノ結 核 菌 二

就 キ形 態 學 的 検 索 テ行 ヒ タ ル 結 果 、 結 核 菌 ハ 普

通 ノ分 裂 形 式 及 ビ 分 枝 形 成 ラ ナ ス ノ ミニ シ テ 、

Kahn,M.C.ノ 言 フ。,,dustfeinparticles``

ノ・Degenerationsform二 過 ギ ズ 、Kahnノ 言

フガ如 キLifecycleノ 存 在 ノ・認 メ得 ズ、 ト反

封 セ リ。

Wyckoff,R.W.G.andSmithburn,K.C.

{7)(1933)ハMyc .phle1.ノ 褒 育 テMicromotion

Pictu「esニ ヨ リ観 察 セ リ。 帥 チLong氏 培 地

テ加 ヘ タル寒天培 地 二懸滴標 本 テ作 リ、37。C二

培養 シ分裂 形式 テ検査 セルニ、先 ヅ菌禮 ハ長 サ

テ士曾シニ分裂 一 ヨ リま曾殖 スルモ ノニ シテ、梢 ヒ

古 クナルヤ桿菌 ノ・Coccobacillus二 分v、 其 ノ

大部 分ハ濃染 スル抗酸 性COCCUSト ナ リ且 ツ、

本COCCUSノ ・本菌 ノ休 止相 ラ示 スモ ノト考ヘ ラ

レ、新 シキ培地 二移行 スルヤ、分 芽 ノ形式 テ ト

リ菌罷 テ形成 スルモ ノナル コ トテ観 察 セリ。

最近 、 中村敬三 氏 〔8,及ビ許逡氏(9)ノ・、氏等 ノ創

案 ニナル軍個菌 「フィルム」培 地培 養法 テ磨 用 シ、

極 メテ明確 二Mycobacteriumノ 登 育形式 テ親

察 シ、其 ノ穎粒 ノ生物 學的意 義 テ明 ニセ リ.

更 二、本教 室 占部博士(11)ノ・本 「フィル ム」培 養法 二

準 ジ、 自然界抗酸性菌及 ビ鳥型結核菌 ノ登育形

式 テ詳細 二研究 セ リ.本 研究 二依 レバ次 ノ如 キ

登 育形式 ア リ、 即 チ

(1)抗 酸 性菌 ハ次 ノ如 キ7種 ノ褒育形 式 ノ組 合

セニ依 ル。
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分枝形式

(2)以 」ニノ中最 モ普通 二行 ノ・ルル モ ノノ・横分裂

ナ リ。細側 枝形成 ハ屡 ≧認 メ ラル。

(3)抗 酸 性 ノ穎粒 ニノ・登芽能 力 テ有 スルモ ノ ト

有 セザルモ ノアリ。 且 ツ、穎粒 ラ認 メ得 ザル菌

膿 個所 ヨリモ明 カニ、分技 テ認 メ得。

(4)抗 酸 性菌 ノ特異配列 ハ獲 育形式 一基 因 スル

コ ト極 メテ大 ナ リ。

(5)抗 酸 性菌ノ・、時 二 異状嚢 育形式 ト シ テ、

Teratologische.Formテ 生 ズル コ トア リ。
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(6♪ 抗 酸性菌 ノR型 、S型 等 ノ登 育形 式ノ・、大

禮 同一一ナル モ、配列歌況 テ異 ニ ス。即 チ、S型

・・大腸菌等 ノMikrokolonie二 似 タル拉行状配

列 多 シ。

「7)結 核菌 テ含 ム各種抗酸 性菌屡 ノ登育 ノ・大禮

同一 ナル可 ク、其 ノ多形態 ノ存在 テ肯定 シ得 ラ

レ且 ツ培養菌及 ビ人禮乃至ノ・動物 材料 ヨリ得 タ

ル染色標 本 二於 テ認 メラルル如 キ菌形態 ノ・、縮

ベ テ登育形式中 ノアル相 二於 テ認 メラルルモ ノ

ナ リ。

以 ヒ「フィルム」培 地上 ノ成績 ヨ リ考察 シ、戸田

教授(10)ハ、 結核菌a始 メ トシ、他 ノ抗酸性菌 二

於 テ、Lifecycleノ 存 在 テー程度迄推定 シ得 ル

モ、退行攣性 的菌形攣異 力、生理的必須條件 ト

シテ ノ菌形憂異 カ ノ決定極 メテ困難 ナルガ故 一

獲育環 テ系統 的 ナルー定形式 ノ下 二置 ク可 久

尚未 ダ材料不足 セ リト述 ベ タ リ。

更 二Seiffert「i2)(1932)ノ ・牛型結核 菌 ノ多形態性

テ論 ジ、 コ レノ・培地 ノ「グ リセリ ン」含有量 二關

係 ラ有 ス ト述 べ、Mellon,R.R.(13)(1933)ノ ・鳥

型結核菌 ノLifecycle二 就 キ研 究 シ、 抗酸性

3種 、非抗酸性4種 合計7種 ノ相 アル コ トテ登

表 セリ。

本邦 二於 テ、村田常一氏(1'1レ・所謂Streptothrix

型 結 核菌 二就 キ研究 シ、鴻 上氏(15)ノ・同様、攣異

菌 ノ研究 二關 スル登 表 テナセ リ。

筒結核菌 ノ檜 殖 二際 シ、穎粒 ノ重要性 テ唱 フモ

ノア リ、即Groh,E.(16)'(1933)ノ ・其 ノ論著 二於

テノ・,,OhneK6rnchengibteskeineVer.

mehrung"ト 結 論 セリ、 サ レ ド、戸田教授及

ビ占部博 士ノ・前述 セル如 ク、登芽能力 テ有 セザ

ル穎粒 モアル コ トヲ認 メタ リ。{乃 ツテ、穎 粒 ハ

菌檜殖 ノ際、重要 ナル コ トノ、確實 ナル モ、Groh

ノ言 フ如 ク必須的 ナルモ ハらノ・アラザル可 シ。

第二項 結核菌 ノ濾過形態 二關 スル研 究

結核菌禮 内二出現 スルMuch氏 穎 粒 ノ意義 二

關 シテノ・Much(1η(1907)以 來 一登育型 ナ リ ト言

フモ 人 或 ハ「ヂフテリー」菌 ノ異染小膿 二相當

シ、從 ツテ登育能力 ラ有 セザル モ ノト言 フ者 ア

リタルモ、近來登 育能 力 テ有 スル「エ レメ ン トs

ナ リト認 ムル者 多 クナ レリ。

殊 二Fontes(4)ニ ヨ リ、結核菌 ノ濾過型 ノ研究

磯 表 セラ レテ以來、Much氏 穎 粒 ト所謂Ultra

virusト ノ關係 二就 キ撒多 ノ褒表 ア リnFontes

ノ・結 核菌 チ含有 スル喀疾 ノBerkefeld濾 過 管

濾液 ラ梅狽 二注射 セル ー、淋巴腺拉 二脾臓 ノ腫

大 ラ來 セリ。而 シテ該淋 巴腺 ニノ・「グラム」陽性

ノ穎粒 ノ、認 メラ レタル モ、抗酸性桿菌 ノ・存 在 セ

ザ リキ。次 二、該脾臓 テ他 ノ海狸 二接種 セ シニ、

試駄 ノ肺臓 内 二抗酸 性菌 テ含 ム結核性病獲 ヲ認

メタ リ。

其 ノ後Vaudremer,A.(18)(1921)ノ ・馬鈴 薯 「ブイ

ヨ ン」二培養 セル結核菌 二、非抗酸性 ノ細縣様 形

態獲 生 シ、之ノ・小穎粒 ラ有 シ、Chamberland

L3テ 通 過 シ、 ベ トロ フ氏培 地 二 移 植 スルニ抗

酸性菌 トナ リシ事實 テ観察 セ リ。更 二彼 ノ・Hau。

duroy(19)(1923)卜 共 二濾過型 二就 キ 研究 テ進 メ

タ リ。

Valtis,J.(20)(1924)ノ 、「グ リセ リン・ブイヨ ン」培

養 ノ結核菌 テ原料 トシテ、ChamberlandL2

テ以 テ濾過 シ、濾 液 テ海猿 ノ皮 下 一 注 射 セル

ー、嘗 テFontes(4)ニ ヨ リテ報 告セラ レタル ト

同檬 ノ経 過 テ以 テ、肺臓部 二結核性病憂 ラ起 セ

リ。更 二結核 患者 ノ寒性膿瘍 中 ノ膿 汁及 ビ喀庚

テ以 テ、實験 セルニ同様 ノ病憂 テ惹起 セ リ。

Durand,且.etVaudremer,A.「21)(1924)ノ ・寒

性膿瘍 ノ膿 汁 二海砂 テ加 へ乳 鉢 内一テ磨碑 シ同

量 ノ食盤水 テ加 へ、Emulsionラ 作 リ、濾紙 ニ

テ濾過 シ更 二ChamberlandL,テ 以 テ濾過 シ、

海狽 ノ腹腔 内二注射 セルニ、Hodenentzifndung

テ惹 起 シ、淋 巴腺ノ・腫 脹 シ定型的結核菌 テ讃明

セ リ。

更 二Durand(22・(1924)ノ ・濾過管通過 ノ結 核菌 ノ

有 スル毒力 テ検 スル タメ、Dorset氏 培 地25日

培 養菌 テChamberlandL、 ニ テ濾過 シ、海猿 ノ

腹腔 内 二注射 セシ トコロ、HodenentzUndung

テ起 シ、Fistelテ 作 リ、該 部 二定型的結核菌 デ

謹 明 シ、更 二淋巴腺腫 脹、全身結核 テ起 スコ ト
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二成 功 セ リ.

一 方
、 濾 過 型 ノ・細 菌 濾 過 管 チ通 過 ス ル 外 一、 胎

盤 ヲ モ 通 過 ス ル ニ ノ、ア ラ ズ ヤ ト想 像 セ ラル ル ニ

至 リ、 斯 カ ル 考 ヘ テ抱 ク者 二 、Arloing,F.et

Dufort,A.(23)(1925)及Calmette,A.,Valtis,

J.,Lacomme,M.(24b(1926)等 ア リ.

1931年Fontes,A.・25)ノ ・Beitr.z.Klin.d.

Tbk.Bd.77.誌 上 二 於 テ 、 多 形 態 性 ト言 フ

立 場 ヨ リ、 結 核 病 毒 ノ 濾 過 性 二 就 キ テ 論 ジ、

Vaudremer,Calmette,Vaitis等 ト同 様 ナ ル 意

見 テ述 べ 、 且 ツ、 掲 自 ノLifecycleテ 圖 テ 以

テ示 セ リ。 尚 ホ 、同 一 誌 上 二 於 テ、Vaudremer,

A.㈹Maher,Stephen.S.(27)PlayArmengol,

R.(28,Lucksch,F.・29)Much,且.(30)Kirchner,

0.(31)等 ノ・結 核 菌 ノ穎 粒 型 、 若 シ ク ノ・、 濾 過 型 等

ノ攣 形 態 二就 キ 、 各 自 ノ研 究 テ登 表 セ リ。

以 上 結 核 菌 ノ濾 過 形 態 ノ存 在 ラ肯 定 ス ル 學 者 ノ

ミニ 就 キ述 ベ タ ル モ 、 其 ノ否 定 者 モ砂 カ ラズ 、

自ロチFessler(32)(1926),CooperandPetroff(33)

(1928),Gloyne,GloverandGriffith(34)(1929>,

1、ange,L.(35)(1932),1」ange,B.c36)(1932)等 ノ諸

士 ナ リ。

就 中CooperandPetroff(33)ノ ・Berkefeldfilter

ラ使 用 シ實 験 セ ル 結 果 、 濾 液 接 種 海 狽 臓 器 ノ36

%二 於 テ 、 定 型 的 抗 酸 性 菌 テ 見 タ ル モ 、 正 常 ノ

海 狽 ノ淋 巴 腺 二於 テ モ33%二 於 テ、抗 酸 性 菌 ガ

存 在 ス ル 事 實 テ基 ゲ、 濾 過 型 存 在 賛 成 者 ノ・濾 過

管 ノ不 完 全 、濾 過 二 要 ス ル 歴 力 、乃 至 ハMedium

ノ選 繹 如 何 二依 ル モ ノ ナ リ ト論 ヒ リ。

本 邦 二於 テ ノ・宮 木(昭 和3年)(3n、 曾 谷(昭 和8

年)(38)、 中 川(誠)(昭 和10年)13`J,戸 田 教 授 及 ビ 占

部 博 士(昭 和11年)㈹ 等 ノ・濾 過 形 態 ノ 存 在 ラ肯

定 シ前 田 、澄 川(昭 和2年)臓 中 條(昭 和2年)(42)、

西本(昭 和2年)鰍 友松(昭 和7年)(1`b等 ノ・コ レ

テ否定 セ リ。

就中戸 田教授(40)ハ結 核菌 及 ビ鼠癩菌 一ノ・Cha-

mberlandL、 テ通過 スル因子 アリ、コ ノ因子 ノ・

恐 ラク結 核菌 ガ示 ス、登 育形式 中 ノ細統 乃至ノ・

穎粒 ノー部 ニ アルモ ノ ト推 定 シ得 ラ レ、 且 ツ、

本 因子ノ・他 ノ所謂、 濾過 性病毒 ガ有 スル性質 テ

有 セザルモ ノナル コ トテ否 ミ得 ズ ト述 ベ タ リ。

第三項 結 核菌 ノ非抗酸性型 二關 スル研究

結核 菌 ノ正 常形態 ハ抗 酸 性、 抗 「アル コール」性

ナ レ ドモ、 結核菌 ガPolymorphismusテ 示7・

ト同様、 之 二件 ヒテ、非抗 酸性 テ示 スモ ノニ シ

テ、斯 カル コ トノ・古 クヨ リ認 メ ラ レタ リ。 以下

本實験 ト直接 關係 アルモ ノノ ミニ就 キ述 べ ン。

Bezangon,F.,Philibert.,〕Hauduroy,P.c45)

(1924)ノ ・結核 菌苔 ・・;.組織學 的検索 方法 テ 慮用

シ、薄 キ菌苔切片 テ作 リ、染 色 シタル ニ幼弱結

核 菌多 シ ト考 ヘ ラルル周邊 部 ニノ・、非抗 酸性型

多 ク、成熟 菌多 シ ト考 ヘ ラル ル中心部 二近 ヅ ク

ニ件 ヒ、抗 酸性型 ノ ミトナル コ トテ實謹 シ、更

二unfondbleudesubstancecyanophileノ

存 在 テ謹 明 セ リ。

Kahn,M.C.andNonidez,J.F.㈹(1933>ノ ・

結核 菌苔 テ垂 直 二切 リテ薄片 トナ シ、 染色標本

テ作 リ、非抗 酸性桿菌蚊 二穎粒 ノ存 在 テ詮 明セ

リ。其 後更 二、

ThuringerandButler㈹(1935)モKahn〈4b♪ ト

殆 ド同様 ナル實験 テナセ リ。

更 二培 養要約 ラ人工 的 二愛 化 セ シメテ、 非抗 酸

性菌 チ得 ル方法 二關 シテノ・極 メテ文獣 多 シ、 サ

レ ド本實験 ト直接 關係 ナキ故 二、之 テ省 略 スル

コ ト トセ リ。

第二章 實験方法

第一項 使用菌株

使用菌株 ハ練 テ現在當教室 二保存 セ ラ レテアル

モ ノナ リ、 即 チ人 型結核菌 トシテノ・Frankfurt

株 及 ビ、 青山B株 、鳥 型結 核菌 トシテノ・Tb13

株 、 冷血動物結核 菌 トシテノ・蛙 型結核菌、 自然

界非病原性抗酸性菌 トシテハ、TimotheeBac.
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SmegmaBac.1.W3A株 、Grass株 、 「ス ト

レプ ト・トリク勺 トシテノ・、名島株、熊 本214號

テ使用 セ リ.

第 二項 使用培地

Petragnani氏 固 形培地 テ使 用 シ、培 養期 間ノ・

各菌株 ニ ヨリテ異 リ、新鮮培地 二移植後短 キハ

2日 或 ノ・3日 、長 キノ・4週 乃至6週 一及ベ リ.

然 ル後、各培養試験管 テ破壌 シ、銑利 ナル小刀

ニテ
、 固形培地 上 二登育 セル集落 テ培 地 ト共 二

培 地面 二封 シテ垂 直及 ビ 拉行 二 切断 シ、10%

Formalin水 中 ニテ固定 シ、 「ツエル ロ イヂン」

一テ包埋 シ、次 ノ如 キ染 色法 ヲ行 ヘ リ。

第三項 抗酸性菌染色法

抗 酸性菌 ノ種 々ナル染 色性 ヲ研究 スルタメ、藪

種 ノ染 色法 ラ施行 セ リ。即 チ

(1)Ziehl-Neelsen氏 染 色法

(2)染 色剤 トシテ、Ziehl氏 「カルボー ル フクシ

ン」使用、脱色剤 トシテ、Methylalcoho1テ 用

ヒタルモ ノ。

(3)戸 田 氏法t'ls/Ziehl氏 液 テ以 テ微加温 染色2

分 、輕 ク水洗 シ、次 ノ改良染 色液 ニテ2分 乃至

5分 冷染色 ス。

瞬鄭謙賑
(4)小 原 氏 法19・i

「「フ ク シ ン」1・09

第一液

し

第一液 テ以 テ15秒 染 色、 水洗。

第二液10%k酸 「アル コホル」一テ30秒 脱色、

水洗。

第三液0.25%「 メ チ レン」青 ニ テ撒秒染 色。

純 「ア ル コ ホ ル 」10.Oc.c.　

5%石 炭 酸 水3.Oc.c.

SudanIII(70%下 ア ル コ ホ ル」飽 和 液)

5.Oc.a

蒸 霞留フiT〈b90.Oc.c.

テ繍離蕪髄第
第一項 人型青山B株 〔爲眞(1)及(2)〕

以 下各集落 ノ顯微鏡的所見 二關 シテノ・、附圖 二

就 テ其 ノ詳細 テ述 ブルコ トトセ リ。本項 二於 テ

ノ・、Petragnani氏 培 地 二移 植 シテヨリ
、第6

週 目 ノモ ノニ ヅキ標本 テ作 レリ。

附 圖(1)・ ・集落 テ培 地 二封 シ垂 直二切断 セルモ

ノニ シテ爲眞 ノ如 ク集 落ノ・培 地面 ヨリ凸出 シ而

モ集落 ノ中央部 二相當 シ、 中室 ノ部分 ア リ、之

ノ・菌 ノ獲育 二際 シ集落表面 ハ直接外氣 二燭 レ」曾

殖極 メテ良好 ナルニ・ 内面 ノ部分 ノ・酸 素 ノ供給

之 二件 ハ ズ、菌増殖梢{遅 ルルタメニ斯 ク ノ如

キ中室 ナル部分 テ生 ズルモ ノト考ヘ ラル
。 中室

部 ノ存在 二關 シテノ・、他 ノ抗 酸 性菌 二於 テモ、

極 メテ大 多撒 二於 テ、認 メ ラルルモ ノニ シテ、

抗 酸性菌集落 ノー一特徴 トモ言 フベ シ。

該 中室部 ヨ リ上部 二相當 スル部 分 ノ菌 ノ月犬況 テ

強櫨 大 ニテ観察 スルニ、菌膿 ノ・短 ニ シテ比較的

太 ク、穎粒 ハ極 メテ多 ク、且 ツ染色性 ヨ リ見 ル

ニ抗酸性極 メテ強 シ
。斯 カル菌形態 ハ培 地表面

上 二突 出 スル集 落部位 二於 テ殆 ド毎常認 メ ラル

ル モ ノナ リ。

固形培 地内 二進 入セル結核菌 ノ形態 ノ・窮眞 ノ如

久 菌艘 長 クシテ細 ク且 ツ 分岐 セル モ ノモ ア

リ。6週 間培 養 二在 リテノ・、培地 内 二可成 リ深

ク侵 入 セルモ ノアリ.窟 眞(2)ノ ・前述弱籏 大 ノ

ー部 テ更 二強鑛大 セルモ ノー シテ、人型結 核菌

ガ固形培地 内 二進 入 スル状況 テ現 ノ・シ、結核 菌

ノ多形態性 テ如實 二示 スモ ノナ リ。即 チ培 地面

二近 キ部分 ノ結核菌 ハ短 少 ニ シテ
、穎粒 二富 ミ、

抗酸 性 モ強 シ。該部 ヨ リ培 地 内二進 入 スル ニ俘

ヒ菌形 ノ・次 第 二長 クナ リ、穎 粒数 ノ・減少 シ、抗

酸性 ノ・次 第 二弱 クナ リ、分枝 形態 テ トルモ ノ多

久 所謂Streptothrix型 テ トル モ ノ多 ク、 蔦

眞 ノ如 ク豫 想以 上 一長 キモ ノテ見 ル ニ至 ル。而
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シテ斯 ク ノ如 キ、菌膿長 キモノノ・、殆 ド抗酸 性

ナ 久 「メチ レン」青 二淡染 スルモ ノ多 シ。即 チ、

結核菌 ノ叢育途上 二於 ケル非抗酸 性菌 二相 當 ス

ルモ ノナ リ。是等 ノ分枝歌 テナ セル結核菌 ノ間

二抗酸性張 キ穎粒黙在 シ、術詳細 二観察 スル ニ

「メチ レン」青 二淡染 セル非抗酸性穎粒 ア リ、該

穎粒 ノ・現今、 問題 トナ レルVirusformノ ー移

行型若 シクノ・、之 ト密接 ナル關係 アルモ ノニア

ラズヤ ト思惟 セ ラル。

爾該非抗酸 性穎粒 ヨ リ、先端細 ク尖 レル微小分
ら

枝 テ出 セルモ ノ少撒 ア リ、極 メテ興味 アル現象

ト謂 フ可 シ。以上 ノ如 ク、一一集落 ノ断面 二於 テ

凡ユル結核菌 ノ多形態性 ラ實謹 シ得 久ルモ、 既

二「結核菌 ノ議育 二關 スル研 究」(其1)(50)二 於 テ

嚢 表 セル如 キ、液膿培 地内 ノ檜 殖形態 ノ特徴 タ

ルBalkenbildungノ ・本固形培 地 二於 テノ・観察

シ得 ザ リキ。

第二項 人型結核菌 「フラ ンク7ル ト」株

〔爲眞(3)及(4)〕

Ziehl。Neelsen氏 法 」一弓ル染色法虹 二、盛酸 「ア

ル コホル」ニ ヨル脱 色 ノ代 リー、食盤 一部 二、

「メチール アルコホル」9部 ラ加 ヘタル混合液 ニ

テ脱 色 セル場合 テ用 ヒタ リ。 而 シテ後 者 ニ ョル

場合、Ziehl氏Karbolfuchsin380C18時 間染

色 シ、脱色 シタル標本 ノ・最 モ美麗 ナル標 木 テ得

タ リ。該標本 二就 キテ集 落 ノ顯 微鏡的所 見 テ述

ブルニ、6週 間培養 ノモ ノニ在 リデノ・、人型 青

山Bト 似 テ、培 地面 ヨ リ凸出 セル集落部位 ノ・、

抗 酸 性極 メテ強 ク穎粒 二富 ミ菌 盟短 ク太 シ。集

落 ノ中央 部 ニノ・、 中室 ナル部 分 ア リ。培 地内 二

進 入 スル部 分 ノ菌膿 ノ・非抗 酸 性菌多 ク、菌 形細

長 ク、或 ノ・分枝 セル ア リ、穎 粒 ハ減 少 シ、 全禮

トシテ軟弱 ノ感 ア リ。培 地 内二最 モ深 ク進 入 セ

ル細長 キ非抗酸性菌罷 ノ・、其 ノ洗 端 ニ ノ ミ各 々

1個 宛 ノ穎粒 テ有 スル モ ノ多 シ。人型 青山B株

ト異 ナル黙 ノ、、所 々 二、菌塊相 集 マ リテBalk-

enbildungテ ナ シツツ培 地 内二深 ク進 入 スル状

況 テ観察 シ得 ル黙 ナ リ。

爲 眞(3)ノ ・6週 培養菌 ノ「グ ラム」染色標 本 ノ弱

櫨大 圖 ニ シテ、集落 ノ・培 地 内二可成 リ深 ク進 入

スルテ見 ル。左側 ノ集落 ノ・一部Balkenbildung

テ ナ シツツ培地 内 二入ル テ認 ム。

篇 眞(4)ノ 、4週 培養集落 ノ「グ ラム」染色標 本i

シテ、 之 テ6週 培 養 ノモ ノニ比 スル ー一'、培 地内

二進 入 スル程度少 ク却 テ培 地面 上 二主 トシテ増

殖 スル モ ノ多 ク、 且 ツ所 々 二「グラム」陽性度弱

キ菌禮 アリ。該菌形 ハ 「グ ラム」陽性度 張 キモ ノ

ニ比 シ細長 ク、軟弱 ナル感 アリテ、分枝 セルモ

ノモ アリ^

第二節 鳥型結核菌集落 ノ顯微鏡的槻察 二就 テ〔爲眞(5)及(6,〕

教 室保 存Tb13株 テ用 ピタ リ。Petragnani氏

培 地10日 培 養 ノモ ノテ38℃1時 間Ziehl氏

Karbolfuchsinニ テ染色 シ、Methylalcoholニ

テ脱 色 セル集落 テ観察 スル ニ、培 地表面 ヨリ突

出 セル集落部 ノ・、赤染 シ、穎粒 テモテル菌膿 多

ク短 キモ ンヨ リ、 中度大 ノモ ノ迄 ノ間 ノ菌多撒

二混在 シ、 各菌集合部 間 ノ基質 ノ・青色 二染色 サ

ル。之 ノ・CyanophileSubstanceナ ラ ンカ。該

集落 ラ培地面 二封 シ李行 二切 断 シタル場合 テ上

述染色法 ニ テ塵 置 シタル標 本ノ・寡 眞(5)ニ シテ

集落 ノ中央部 ニハ中室部 アリ、該 部 二接 セル部

分 ノ菌膿 ノ・爲眞 ノ如 ク、抗酸性弱 久 菌形長 ク

シテ「メチ レン」青 二淡染 スル モ ノア リ。他 ノ部

ノ・殆 ド赤染 セル短小菌艦 ヨリ成 リ穎粒 テ有 ス
。

380C18時 間、Karbolfuchsin染 色後Methyl-

alcoho1ニ テ脱 色 セル 場合 ノ・、前述1時 間腿 置

ノ場合 ト所 見殆 ド同一 ナ リ.

次 二、18日 間Petragnani氏 培 地上 二培養 セル

菌集落 二「グ ラム」染 色 テ施 シタル ー、寡 眞(6)

ノ如 ク、殆 ド大 多撒 ノ菌 ハ「グ ラム」強陽性 ニ シ

テ、極 メテ稀 へ 「グラム」弱 陽性若 シクノ、陰唖生

ト云 フ可 キ菌腱 ア リ、 該菌形ハ細長 ク シテ、集
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落 中 ノ軟弱 ナル感 テ與 フル部分 二見 ラルル ノミ ナ リ。

第三節 冷血動物蛙型結核菌集落 ノ顯微鏡 的槻察 傭 眞i7)及(8)〕

教室保存蛙型結核 菌Petragnani氏 培 地3日 間

培養 菌ニ ツキ標 本テ製作 セ リ。

寓眞(7)ノ ・培地面 二封 シ垂 直 二集落 テ切断 セル

モ ノ..一.一一シテZieh1氏Karbolfuchsinニ テ38℃

1時 間染 色 シ,且Cl-Alcohol一 テ脱色、Methy-

lenblauニ テ 後染色 セルモ ノナ リ。 即 チ 抗酸

性極 メテ弱 ク、著 明 二赤染 セル菌艦 ノ・殆 ドナ ク

大部分Methylenblau二 青 染 スル、短 キ菌艦 ニ

シテ集落 内 ノ各菌 ノ・同一 乃'向二拉列 スノレモ ノ極

メテ多 久 且 ツ培 養後3日 一テノ・培地 内二進 入

スル菌鵠ノ・極 メテ少 シ。

露眞(8)ノ ・上述集 落 ヲ培 地面 二封 シ、拉行 二切

町 セルモ ノニ シテ、Karbolfuchsin380C1時

間 染 色後Methanolニ テ脱色 シタル モ ノナ リ。

附 圖 ノ如 ク集落 ノ中央部 二相 當 シ中室部 アリ。

其 ノ部 二接 シテ穎粒 テ有 ス ル 穂 長 キ菌罷 ア

リ。 サ レド人型結核 菌其 ノ他 一於 テ見 ルガ如

キ、分樹 犬ノ長 キ菌形 テ呈 セルモ ノノ・ナ 久 抗

酸 性極 メテ弱 ク、殆 ン ド全部Methylenblauニ

テ青染 ス。Karbolfuchsin・38℃18時 間 染色後

Methanolニ テ脱色 セル場合 モ、 前述所 見 ト殆

ド差異 ナ シ。

「グ ラム」染 色 ラナ セル場 合 ニノ、、集 落 内 ノ菌 ノ・

殆 ド全部 「グ ラム」強陽性 ニ シテ、 稀 二「グ ラム」

弱 陽性 ナル部分 ア リ。.培地面 ヨ リ突 出 セル集落

部位 ノ菌形 ノ・短 ク シテ太 ク、穎粒 二富 ムモ、培

地 内 二進 入 スル部分 二於 テ ハ、菌禮 少 シク細長

クナ リ、而 モ其 ノ先端 二穎粒 斗有 スルモ ノ多 シ。

第四節 非病原性抗酸性菌集落ノ顯微鏡的槻察二就テ

第 一項Timothee菌 集 落 〔爲眞 「g)〕

Petragnani氏 培 地3日 間培養集落 ニツキ、Ziehl

氏Karbolfuchsin一 テ38。C18時 間 染 色 シ、

Metbano1ニ テ脱 色 シタ1レ標 本 ・・寓眞(9)ニ シ

テ、培地 内二向 ヒテ、菌形細長 ク、且ツ「メチ レ

ン」青 二青染 スル非抗酸 性菌進入 シ.所 謂Fad-

enbildungテ 呈 ス。・然 ルニ培 地面 ヨ リ突 出 ス,レ

集落部位ハ、抗酸性 ラ有 ヘル赤染 セル菌及 ビ、

青染 セル非抗 酸性菌混在 シ互 二相交錯 セ ・し像 テ

呈 ス。

Karbolfuchsinニ テ380C1時 間 染色後、Met-

hanol-:一一テ脆色 シMethylenblauニ テ後 染 シ

タル揚合 二へ 上述所 見 ト殆 ド同様 ニ シテ、培

地 内二進 入 スル部 分 ノ菌禮 ・・著 明 ノFadenbild-

ung一 チナ ス。

上述標本 ヲ「グラム」染色 セル場合 へ 培地面上

二在 ル部 分及 ビ,培 地内 二進 入 シ、Fadenbild-

ungテ ナ セル部分 ノ、共 二「グラム」陽性 ニ シテ、

殊 二後 者 ノ・Fadenbildungテ ナ セノレ部分ノ・、

Ziehl-Neelsen氏 染 色 一ヨ リ「メチ レン」青 二青

染 シ、非抗酸1生 テ示 シ.且 ツ、 「グ ラム」陽性 テ

呈 スル鮎 ノ・甚 グ興味 ア リ.

培 地面 二拉行 二切 断 シタル場合、集 落 ノ中央 部

ニノ・中室 ナル間隙 テ有 シ
、該部 二接 スル部 位 ノ

菌 ノ・菌形少 シク細長 ク、先端 二1個 ノ願 粒 ラ有

スルモ ノ多 シ。集落 ノ周邊部 ノ・、 之 ト同様 ナ ル

菌罷iア リ。該集落 二封 シ「グ ラム」染色 テ施 セル

ニMethylenblau二 青 染 スル非抗酸1生菌集 合

部位 モ「グ ラム」陽性 テ呈 シタ リ。

第二項SmegmaI集 落 〔爲 眞(10,〕

教 室保存SmegmaI,Petragnani氏 培 地3日

間培養菌 二就 キテ、染 色標本 ラ製作 セ リ。

Karbolfuchsin一 テ38℃1時 間染 色、Metha-

nolニ テ脱 色 シ、Methylenblau一 テ後染 色1・

ルニ、大多撒 ノ菌 ノ・青色 二淡染 シ、穎粒 テ有 セ

ズ。 而 モ 其 ノ間 二、 赤染 セル菌膿 ア リ、 菌 形

少 シク太ク、細 ク、 末端 二穎粒 ラ有 入ルモ ノ 名

シo
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培 地内 一ノ、未 ダ 鹸 リ深 ク進 入 セズ、 青染 シ、

Fadenbildungテ ナ セル モ ノ多 ク、窮 眞(9)ノ

如 シ。

「グラム」染色 テ施 セル 場 合 ハ 凡テ ノ菌膿 「グラ

ム」陽性 ナ リキ。

第三項GrassBao.〔 爲 眞(11)〕

教 室保 存GrassBac.ノPetragnani氏 培 地3

日間培 養集 落 テ使用 セ リ。

Karbolfuchsinニ テ380C18時 間 染色後、Met-

hanolニ テ脱色 シ、Methylenblauニ テ後染色

セル場合 ニ ハ、抗酸性極 メテ弱 キ菌燈 多 ク、 青

色 二淡 染 シ、 其 ノ間 二少籔 ノ抗酸性強 キ赤染 セ

ル菌艦 アリテ穎粒 テ有 ス。

培地面 ヨリ突出 セル集落 ノ・、爲眞(11)ノ 如 久

著明 ノ中室 ナル間隙 ラ有 シ、該部 二向 ヒテ、梢 ≧

細長 キ菌盟多 ク突 出 ス。

Karbolfuchsinニ テ38。C1時 間染 色 シ、Met一

hano1若 シクノ、盤酸 「アル コホル」ニ テ脱色1、

Methylenblauニ テ、後染 色 シタル場合 ニノ・、

前述 所見 ト殆 ド差異 ナ シ。

「グラム」染色 テ施 ズニ
、 「グ ラム」陽性 ナルモ ノ

ノミナ リキ。

第四項W3A株 〔爲眞(12)〕

教 室保 存、W3A株Petragnani氏 培 地3日

間培 養集落 二就 キ、標 本 ヲ作 レリ。

Karbolfuchsinニ テ38。C18時 間染色 シ、Met-

hanolニ テ脱色 セルモ ノニ於 テノ、、集落 ノ、殆 ド

全部赤 染 セル抗酸性 張 キ菌禮 ニ シテ、菌 形 ノ・太

ク、短 シ。稀 二其 ノ間 二青色 二淡染 セル菌罷 ア

リ。該 菌形 ノ・細長 ク、其 ノ先端 二穎粒 テ有 スル

モ ノ多 シ。

「グラム」染色 テナスニ「グ ラム」陽性 ナル モノ ノ

ミー テ、 「グラム」陰性 ナル菌膿 ナ シ。

第 五節Streptothrix集 落 ノ顯微 鏡 的観 察 二就 テ

第一項Streptothrix名 島 株

〔爲眞(13)(14ノ(15♪ 〕

教室古寺 氏 ヨ リ分譲 ラ受 ケ シ菌株 ニ シテ、Pet-

ragnani氏 培 地2日 間培養菌 ラ使 用 セリ。該菌

株 ノ・登育極 メテ良好 一 シテ、 爲眞(13>ハKar-

bolfuchsinニ テ380C1時 間 染色後 、 賭酸 「ア

ル コホ ル」ニ テ脱色 シ後染 色 シタルモ ノナ リ。

全集落殆 ド青染 シ、菌形 ノ・集落 ノ部 位 ニ ヨリ極

メテ多種 多様 ナ リ。即 チ培 地面 ヨリ突 出 セル集

落 ノ最外層部(A)ノ ・菌髄短少 ニ シテ、穎粒 二富

ミ、 ソレヨリ少 シク内部 二向 ヒテ、梢 ≧染色濃

度 ノ薄 キ層 ア リ(B)、 此 ノ部 ヨ リ 内側 ノ菌層

祀)ハ 被染 色度少 シク強 ク、菌膣 ノ・短 少 ニ シテ、

而 モ穎粒 ノ・此 ノ層 二於 テ最 モ多 シ。更 二内側 二

少 シク透 明 ナル暦 アリ。此 ノ部 ノ・菌歎少 シ。之

ヨ リ再 ビ穎粒相 當量 アル菌膿 多 キ層(D)二 移 行

シ、菌膿 ノ・次 第二細 長 クナ リ、培地 内 二移行 ス。

培 地内 ノ菌艦 ハStreptothrix特 有 ノ形態 テ呈

シ、菌膿極 メテ長 ク伸 ビ、著明 ノ分枝状 テナス

モ ノ多 シ。

爲眞(14>ノ ・(13)ノ ー 部 テ更 二旗大 セルモ ノニ シ

テ、分 枝状 テナ シテ培 地内 二進 入 スルStrepto-

thrix菌 ノ特 有 ナル像 ヲ更 二判然 ト呈示 スルモ

ノナ リ。菌移 植後48時 間 ニ シテ、 就 二培 地 内

二深 ク進 入 シ、該 菌 ノ畿育如何 二旺 盛 ナルカ テ

推察 シ得 ベ シ。

爲眞(15)ノ ・Petragnani氏 培 地10日 間培 養 ノ

モ ノニ シテ前述2日 間培養 ノモ ノ ト登 育状況 テ

比較 封照 セ ンガタメ検査 セ リ。爲眞 ノ如 ク集 落

表面 ヨ リA・B・C.Dノ 四層 二別 レ、A層 ノ・菌燈

短 ク穎粒 二富 ミ、B層 ハ更 二菌龍短 ク、穎 粒 モ

各層 中最 モ多 ク認 メ ラ レ、C層 二至 ル ヤ、菌膿

梢 ㌃長 クナ リ、穎粒 モ減 少 シー部分枝 セルモ ノ

モア リ。 一般 二脆弱 ナル感 ア リ。D層 ハ培 地 内

二深 ク進 入 シ、2日 間培 養 ノモ ノヨ リモ更 二深

ク進 入 ス。 而 シテ該部 二於 テノ・、菌形 細 ク長 ク、

分枝像 多 久 穎粒 モ 他層 二比 シ極 メテ少 ク、

Streptothrix二 特 有 ナル像 テ示 セ リ、
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而 モ集落全禮 トシテ観察 スル トキノ・圖 ノ如 ク集

落部 ノ屈 曲極 メテ大 ニ シテ、深 キ鍛髪 テ認 メ得

ルラ特徴 トス。

以上 ノ如 クStreptothrix名 島株 ノ・集落表面 ヨ

リ内部 二向 ヒ撒層 二別 レタル菌層 テ示 シ、嘗 テ

結核菌 ノ褒育 二關 スル研 究(其 ノ1)ニ テ述 ベ タ

ル如 ク、Streptothrixモ 亦 、,,Stufenweises

Wachstum"〔50)テ ナ スモ ノニ アラズヤ ト思 惟サ

ルo

Karbolfuchsin38℃18時 間染色後Methanol

若 シクノ・、盤酸 「アル コホル」ニテ脱 出 セル場合

モ上述所見 ト殆 ド同様 ナ リキ。

戸田氏結核菌染 色法蚊 二小原氏法 テ用 ヒテ、 上

述標本 ニツキ、染 色 セル ニ同様美麗 ナル標 本 ラ

得 タ リ。

第二項Streptothrix熊 本No.214

〔爲 眞(16)及(17)〕

本 菌株ノ・熊 本辮大大 田原教授 ヨリ分護 一セ ラレシ

モ ノニテ、爲 眞(16)ノ'Petragnani氏 培 地2日

間培養 ノ集落 テ用 ヒ、Karbolfuchsinニ テ38。C

1時 間 染色 シ、Methanolニ テ脱色 シタルモ ノ

ニ シテ、 全集落濃淡 ノ差 ノ、アレ ドモ「メチ レン」

青 ニテ青,染 セ ラレ、菌移植後48時 間 一 シテ筋

二可成 リ深 ク培地 内二進 入 セルテ槻 察 ス
、更 二

詳細 二述 プレバ、集落 ノ最外層部 ノ・Methylen-

blauニ テ最 モ濃 ク染 色 セラ レ、菌艦 ノ・短 ク、穎

粒 ノ、最 モ多数 ナ リ。 ソ レヨ リ内層 二 向 フ ニ 從

ヒ、次 第 二菌膿 ノ・長 サ テ増 シ、穎粒 モ其 ノ籔 テ

減 ジ始 メ、菌艦 ノ・盆 亙其 ノ長 サラ増加 シ、分枝

ラ出 シ培地 内二深 ク進 入 ス。

Karbolfuchsinニ テ38℃1時 間染 色後、 盤酸

若 シクへ 盤酸 「アル コホル」一テ脱 色 シタル場

合モ、殆 ド同様 ナル所 見 テ呈 シタル テ以 テ省略

スo

Karbolfuchsinニ テ38。C18時 間 染色 シタル

後、 脱色剤 トシテMethanolラ 用 ヒ シニ・極 メ

テ鮮明 ナル標 本 テ得、脱 色剤 トシテ、監酸 「アル

コホル」テ使 用 シタルモ ノヨ リモ勝 レリ.

戸 田氏法拉 二小原 氏法 テ用 ヒタルニ、殆 ド同檬

ナル所 見 テ得 タ リ。

次 二Petragnani氏 培 地10日 目培 養 ノモ ノニ

就 キテ染色標 本 テ作 レリ、 即 チ、

爲眞(17)ノ ・、Karbolfuchsinニ テ38。C1時 間

染 色後、Methanolニ テ脱色 シ、 複 染 セルモ ノ

ー シテ、集 落表面 二近 キ部 分 ノ菌罷iノ・短小 一 シ

テ頼粒 二富 メ ドモ、 ソレヨリ培 地 内二進 ムニ從

ヒ、菌形長 クナル ト共 二、穎粒 モ減 少 シ、逡 ニ

ノ・、Streptothrix特 有 ノ分枝形態 テ トルニ至

リ、培地 内二極 メテ深 ク進入 スル ニ至 ル。而 シ

テMethylenblau-=青 染 スル程度 モ培 地 内 二進
も の

入 スル ト共 二淡染 スル傾 向 ア リ、集 落 ノ・殆 ド全

部青染 シ、極 メテ稀 二、集 落 ノ表面 二近 キ部分

二於 テ ノミ赤染 セル菌 テ認 メタ リ.

更 二腕色剤 トシテ 臨酸 若 シクハ 盤酸 「アル コ

ホル」テ使 用 セル 場合及 ビ、 戸田氏法、小原氏

法 テ用 ヒタルニ、第一項 名島株 ノ如 ク集落 ハ激

層 二塵分 サv、StufenweisesWachstumテ 思

ノ、シメ タリ。

総括虹二考按

以 上 ノ實験成績 ニ ヨ リテ、人 型結核菌 テ始 メ ト

シ、諸種 ノ抗酸 性菌集落ノ・、固形培 地 内ニテ、

如何様 二登育檜殖 スルカラ知 レリ。即 チ、同一一

集落内 二於 テ撒 多 ノ菌形混在 シ、正常型拉 二攣

形態 ノ各種相 テ標示 スル コ トー ヨリ所謂生活環

(Entwicklungszyclus,Zykrogenie,Lifecycle)

ノー部面 タル、Polymorphismusノ 存 在 テ推定

シ得 ル モ、 之 テ 以 テ 直 チ ニ 、Kahn〔5)ノ 言 フ ガ

如 キLifecycleテ 其 ノ儘 二 承 認 ス ル コ ト能 ノ・

ス"り

且 ツ亦 、斯 カル璽 形態 テ生 ズル凡 ユル原 因 テ間

明 スル コ トモ今 日 ノ トコロ不可能 ナ リ。

更 二、 入型結椀 菌 二於 テ例 テ トルニ、培地 内二

進 入 スル部分 二於 ケル菌形ノ・爲眞(2)ノ 如 久
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大小種 々ナ ル穎粒 アリ、之 ニノ・抗酸 性強 キモ ノ

弱 キモノ、 乃至 ノ・非抗 酸 性 ノモ ノモ ア リ、是等

ノモ ノト、Vaudremer,Font6s,Much,Hau-

duroy,Valtis,Durand等 ノ學 者 二依 リテ研究

セ ラレタル、 所謂結核菌 ノ濾 過形態(Ultravi-

rus,FiltrierbareVirus,FiltrableForm)ト

ノ・如何 ナル關係 二在 リヤ、直 二決定 シ難 キ問題

ナルモ、抗酸 性若 シクハ非抗酸 性テ示 ス、微 小

穎 粒 ノ存在 スル コ トノ・明 カナ リ。

次 二培地 内 二進 入 セル部位 二於 ケル、結 核菌 ノ

諸型 テ観察 スル ニ、鵬 内組織 二癸 見 セ ラルル、

結核菌艦 ノ諸形式 二極 メテ相似 タル モ ノアリ、

斯 カル現象 テ呈 スル コ トノ・、培 地内 ノー定層 二

於 テノ・、結核菌 ノ叢育 二必要 ナル、酸素 ノ供給

不 充分 ナル爲 力、或 ノ・別種 ノ因子 ニ ヨルモ ノナ

ル カ判 明 セザル トコロナル モ、要 スル ニ、培 地

内 二進 入セ ル結 核菌 ノ癸育要約 ノ・、艦 内組織 内

二於 ノ・ル結核菌 ノ其 レ ト相似 タル環境 二存ル モ

ノ ト,思い1猛セ ラル。

更 二寡眞(13)及 ヒ・(15)二 於 テ見ル ガ 如 ク、St-

reptothrixノ 或 ル株 ハ、明 カニ、A・B.C・Dノ 各

層 二匠分 セ ラル。 本現象 ハ菌増殖 二際 シ連綾 的

二或 ルー一定度迄壇殖 スル ヤ、 一定期間壇殖速 度
ロ

バ下 向 シ、菌 増殖 二必要 ナル 「エ ネルギー」ノ蓄

積 ト共 二再 ビ増殖 シ始 メ、斯 ル事 テ繰返 ス結果、

宛 然、樹 木 ノ年齢 ノ如 キ像 ヲ呈 スルモ ノ ト考察

セ ラル。

次 二、余 ハ結核菌染 色 ノ際、脱色剤 トシテ2、

3ノ 藥品 テ用 ヒ、其 ノ優 劣 テ比較封 照 セ リ、即

チ、盤酸及 ビ盤 酸 「アル コホ ル」ニ ヨリ、脱色 シ

タル場 合、殆 ド同等程度 ノ標 本 テ得、「メチール・

アル コホル」ニ ヨ リテ 脱色 シタル 場 合ノ、最 モ美

麗 ナル標 木 テ得 タ リ。即 チ、結核 菌 テ有 スル喀

疾 ノ塗抹標 本 二封 シ、「メチール・アル コホ ル」テ

使 用 セル場合、鞭酸 「アル ゴホル」ヨリモ遙 カー

美麗 ナル標木 ヲ得 タル コ トト封 照 シ、本實験 ノ

如 キ材料 二封 シテモ、極 メテ 優秀 ナル 方法 ナ

リ。

結 論
'

〈1♪人型結核菌 ノ固形培 地上 二於 ケル登育歌況

テ見ル ニ、人型 青山株 二在 リテハ、 集落 ノ中央

部 二相 當 シ、 中塞 ナル部 分 ア リ、且 ツ集落 ノ表

面 ヨリ培 地 内二向 ヒテ結 核菌ノ・種 々雑 多ナノレ形

態 ヲ示 シ、抗 酸性張 ク短 キ桿菌 、穎 粒 テ撒個有

スル桿菌、抗 酸性穎粒 、更 二非抗酸性 ニ シテ細

長 キ菌及 ビ非抗酸性穎粒 ノ存在等、結核菌 ノ多

形態性 ヲ極 メテ明瞭 二認 メ得 タリ。

斯 ノ如 キPolymorphismusハ 人型Frankfurt

株 二於 テモ同様 二観察 セ リ.

(2)鳥 型 結核菌 二於 テノ・、培 地面 二突 出 セル集

落 ハ抗酸性 張 ク、穎粒 モ魏酸 性 テ示 ス。培 地内

二進 入 スル ニ作 ヒ、抗 酸性一般 二減 ジ、途 ニハ、

青染 セル非抗酸性菌 ヲ見ル ニ至ル。 此 ノ部 二於

テノ・穎粒減 少 シ且 ツ、非抗酸性 テ示 ス。即 チ(1)

ト同 ジクPolymorphismusテ 同 一標 本 二於 テ

茜忽ムルナ リ。

(3)冷 血 動物蛙結核菌 ノ・、前 二者 二比 シ、抗酸

性極 メテ弱 ク、抗酸性 テ示 ス菌 ノ・極 メテ少 ク、

大部分 ノ菌膿 ノ・非抗酸 性 ニ シテ青染 シ、從 ツテ

穎粒 モ非抗酸 性ナ リ。集 落 ノ内部 ニノ・(1)及 ビ

(2)ト 同様 中室部 ア リ.菌 形 雑多 ニ シテ、 多形

態性 テ示 ス。

(4)所 謂 非病原性抗酸 性菌 トシテ、Timothee-

Bac.SmegmaI.GrassBac.W3A等 テ用

ヒタルニ、 各菌株 二在 リテ、 多少 ノ差異 ハ ア レ

ドモ、何 レモ同一標 本内 二於 テ多形態性 テ示 シ

タ リ。

抗酸 性 ノ程度 ノ・各菌株 ニ ヨリテ、 彊弱 ノ差 甚 シ

久 同一集落 二於 テモ、其 ノ部 位 二依 リテ、大

イニ其 ノ趣 ラ異 一セ リ。

(5)Streptothrix

Streptothrix名 島株 ハ集落 ノ表面部 ヨリ培地 内

二向 ヒテ、 四層 二庭別 セ ラレ
、培 地 内二向 フニ
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從 ヒ、菌形 ノ・次 第 二延長 シ、 分枝 型 テ呈 スルニ

至 ル。以上 ノ如 ク、 集落 ガ四層 二匿分 セ ラル ル

コ トノ・、菌 ノ増 殖 ガ或 ル時期 二於 テ、停 止 シ、

再 ビ檜殖 シ始 ムル コ トテ表 ノ、スモ ノ ト考ヘ ラ

レ、即 チ,,StufenweisesWachstum"テ ナ ス

モ ノ ト思惟 セ ラル。

Streptothrix熊 本214=番 二 於 テモ、 集落表面

層 ノ菌形ノ、短 小 ナ レ ドモ、培 地内二進 ムニ從 ヒ

テ頗 ル其 ノ長 サテ増加 シ、分枝型多 ク、Strep-

tothrix特 有 ノ菌形 テ呈 ス。

(6)以 上 二依 リテ抗酸性菌 ハ培養基 内及 ビ培 養

基上 二於 テ菌形一定 セズ、 多形態 性 テ示 スコ ト

テ知 レリ.

特 二、培 地内 二進 入 スル部分 ノ贅育形式 ノ・特 異

ニ シテー般培 養菌 二見 ラルル ヨ リモ、遙 カー長

キモ ノ多 ク、 且 ツ其 ノ間 二短 キ菌形 ヨリ、 中等

度 二至 ル菌形 テ認 メ、穎粒 モ多数存在 スル等 ノ

諸 貼 ヨリ、龍 内組織 内菌 ト極 ノテ相似 タル トゴ

ロア リ、勘 カラズ興 味 アル黒占ナ リ.

稿 テ終 ルニ臨 ミ、恩師戸 田教授 ノ御 懇篤 ナル御

指導拉 二御校閲 テ謹謝 ス。
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附圖説明

 Explanation of plates 
 1  1 )Vertical , section through culture of human 

 tubercle bacillus, Aoyama B-Strain on Petragna-
 ni's medium 6 Weeks, 37°c. 

 ( 2 )Vertical, section through same culture as fig  (1) 
 showing mostly long irregulary stained rods,  cocc-

 obacilli, branched forms and granules in the  med-
 ium. non acid-fast slender rods and granules are 

 seen anywhere in the solid-medium. Note the sur-
 face growth of short acid-fast rods and  granules, 

 ( 3 )Human,  tubercle bacillus, Frankfurt Strain, 
 Gram-Staining, Vertical  section, 6 Weeks, 37°C.

 ( 4 )Human,  tubercle bacillus, Frankfurt Strain, 
 Gram-Staining. Verticalsection, 6 Weeks, 37°C. 

 ( 5 )Avian, tubercle bacillus, Tb 13, Strain, Vert-
 ical Section, 10 days, 37°C., on Petragnani's med-
  ium. 

 ( 6 )Avian,  tubercle bacillus,  Th. 13 Strain. Gram-
 Staining, Petragnani's medium, 18 days, 37°C. 

 ( 7 )Cold-blooded,  tubercle bacillus, Vertical sect-
 ion through culture of cold-blooded tub. Bac. on 

 Petragnani's medium, 3 days, 37°C. 

 ( 8 )Cold-blooded  tubercle bacillus Petragnani's 
 medium, 3 days, 37°C. Section Parallel to a sur-
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faceofsamecultureasfigω,showingacavityin

thecent士eofthecolony.

(9)Non,Pathogenacid-fastbacillus,Timothee

Bac.Petragnani'smedium,3days.,37。C.

(10)Non,Pathogellacid・fastbacillus,Smegma.1.

Strain.Petragnani'smedium,3days,37℃.

(11)Non,Pathogenacid・fastbacillus,GrassBac.

Petragnani'smedinm,3days,37。C.

(12)Non,Pathogenacid。fastbacillus,W.3.A.

Strain,Petragnani'smed.3days,37。C.

(13)Streptothrix,NolimaStrain.Petragnani'smed.

2days,37。C.Stratificationintofourzones,A,B,

C,D.

(コ4)Streptothrix,NalimaStrain,Petragnani'smed.

2days,37℃.verticalsectionthroughsamecul・

tureasfig(13).notethelong,slender,branched

threadsinthemedium.

(15)Streptothrix,Najima・Strain,Verticalsection,

10days,37℃ 。,showingaportionofthesurfa㏄

growthelevatedinprocessofformingasurface

granule,StratificationintofourzonesA,B,C,

D,isdistinct,

(16)Streptothrix,Kumamoto.No.214-StrainVer-

ticalsection,10days,37。C.,onpetragnani's

medium.showinglong,slender.branchedthreads

inthemedium.

(17)Streptothrix,Kumamoto.No.214-StrainVer・

ticalsection,2d」ys,37。C.,onPetragnani'smed-

ium,showingdensesurfacegrowthofshortrods

andgranules.notethesubsurfacegrowthoflong,

branchedthreads.




